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摂津市 で起こりうる災害

2▲ 2019年版、全事業所・全世帯に配布



摂津市防災マップの必要性
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毎年どこかで

洪水・土砂災害



防災マップの取り組みの内容
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水害犠牲者を一人も出さないため
摂津市から目

的

洪水時の緊急一時避難について考える

第１回

第３回

地域の緊急避難体制
について考える

第２回

災害時要援護者について考える

キックオフ講演会
いま求められる

地域防災を考える

（当時）群馬大学大学院

片田敏孝教授
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講師：片田敏孝 教授・群馬大学大学院
（現 東京大学大学院情報学環・特任教授）

2015年（平成27年）8月29日
キックオフ講演会

学識者から近年の災害を踏まえた
地域防災のあり方について講演いただいた
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2015年（平成27年）10月3日
香和自治会 第１回ワークショップ

洪水災害時に求められる避難について勉強し
緊急一時避難場所の検討をした

洪水時の緊急一時避難について考える
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2015年（平成27年）12月5日
香和自治会 第２回ワークショップ

災害時要配慮者について勉強し
要配慮者対策の実施について検討をした
（おねがい会員・まかせて会員）

災害時要援護者について考える
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2016年（平成28年）1月23日
香和自治会 第３回ワークショップ

災害時要援護者の支援体制と
地域全体の緊急避難体制を周知方法を検討

地域の緊急避難体制について考える
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防災マップを活用した香和自治会独自の訓練

動画） NHKニュース（関西） 「高齢者を上の階に浸水避難訓練」 2019年01月20日12時25分
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防災マップを活用した香和自治会独自の訓練

①まかせて会員が４人１組で、
おねがい会員（1人での避難が難しい）

の自宅まで迎えに行く

②車イスに乗せて、
緊急一時避難場所まで移動

③まかせて会員４人で
車イスごと持ち上げて、
おねがい会員を３階まで避難

平成31年（2019年）

1月20日（土）実施

画像） NHKニュース（関西） 「高齢者を上の階に浸水避難訓練」 2019年01月20日12時25分

訓練の流れ
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防災マップを活用した香和自治会独自の訓練

19

「足が悪いので、いざという時は、
みんなに助けてもらわないと
何もできません。

この方法で助けてもらうと__
ありがたいです」おねがい会員

「人を乗せた車いすは、
思った以上に重かったです。

チームワークを考えないと__
いけないと思いました」まかせて会員

訓練参加者からの感想



おわりに①

「洪水時の防災マップ」作成から学んだもの

①地域住民の洪水災害に対する認識の高まり

②避難場所を地域で選定することにより迅速な避難行動につながる

③地域の避難場所確保への取り組みに対する建物所有者の方々の

理解と協力への感謝

④地域で支え合う「おねがい会員」「まかせて会員」の募集活動

への賛同と共助の輪の広がり

⑤「おねがい会員」「まかせて会員」組織編制が困難 20



おわりに②

「防災マップ」に基づいた訓練を体験して

① 「住民自らの判断で避難行動をとる」ことを目的に、自治会で

企画運営等の実施など行政に頼らない訓練を実施

② 命の大切さ、ともに助け合うことの学び

③ 若者の訓練参加から感じたこと・女性・こどもなど幅広い層

の訓練参加の必要性

④ 自治会の単位からより小さいコミュニティでの繰り返しの訓練

の必要性
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ご清聴ありがとうございました

香和自治会前会長 石澤 徹


